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１ 研究の目的  
昨今強調されている多機関・多専門職の「連携」「協働」が機能するためには、それぞ
れの機関・専門職が自身の専門性の「マージナルな活動領域＝裁量的活動領域」を広げ、
それを連携の「のりしろ」として重なり合うような有機的な連携関係（＝協働）のあり
方が課題となる。そこでは、「連携」「協働」の前提として、「経年で既成事実化した支援
の守備範囲（スタンダード）から一歩踏み出す実践（＝越境）」に対する、組織・ソーシ
ャルワーカーの主体的態度が必要となるが、昨今の実践現場の混迷と共に、「ニーズの無
責任なニーズのキャッチボール」「責任の押し付け合い」といった事例が数多く報告され
ている。そこで、本研究はソーシャルワーカーの「越境」の阻害要因分析を目的とした。  
２ 研究の方法  
横浜市内の社会福祉法人Ｓ会が運営する 17 か所の地域ケアプラザ（地域包括支援セン
ター、居宅介護支援事業所、地域活動支援等の機能を併設）に所属する５職種（保健師
等、社会福祉士、主任ケアマネジャー、生活支援コーディネーター、ケアマネジャー）
の中から 10 名を対象にインタビュー調査を実施した。インタビューの内容は、①既成事
実化した支援範囲から「マージナルな活動領域＝裁量的活動領域」へ一歩踏み出す支援
への意識について、②「マージナルな活動領域＝裁量的活動領域」へ一歩踏み出すこと
を困難にする障壁についてとし、個人の意識や実践現場の実際を自由に語ってもらった。 
３ 倫理的配慮  
研究対象者が、組織上、業務上、人間関係上で不利益を受けないように、研究対象者
選定の手続き、インタビューの実施方法、データ保管と廃棄、研究の公表等において、
特に個人の匿名性と安全性の確保ための配慮を行った。その手続きと方法について聖隷
クリストファー大学倫理委員会研究倫理審査にて承認を得た。  
４ 結果・考察  
インタビュー調査の分析過程で、つぎのことが明らかになってきた。  
ソーシャルワーカーの「越境」への阻害要因は、①昨今の制度適用へ偏重した支援の
一般化、②ソーシャルワーク倫理と価値よりも手段的価値を優先せざるを得ない制度構
造、③専門職・機関の細分化・縦割化による支援領域の既成事実化、機関・専門職テリ
トリーの顕在、④フレキシブルな雇用形態の一般化といった諸相が実践現場にもたらし
ている混迷状況の一端にある。しかし、現実場面でソーシャルワーカーが一歩を踏み出
すか否かに直接的に影響する要因は、ソーシャルワーカー自らが自身の実践環境に対し
て日々働きかける、ソーシャルワークに対するコンセンサス構築と、そのために、対立
や決裂を避けながら行う、組織・機関・職員集団等との「対話」の働きかけの有無であ
る。 
すなわち、「越境」の阻害要因には制度構造的な諸問題が色濃く影響しているが、一
歩踏み出す実践を指向しているソーシャルワーカーは、ソーシャルワーク・アイデンテ
ィティの構築に向けて、自らの実践環境の醸成を日常的に意識し実践している。  
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